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Ⅰ．はじめに
わが国では９０年代にさまざまな環境問題に対する法
律が制定され、２０００年には３R（リデュース、リユー
ス、リサイクル）の推進、廃棄物の適正処理の推進と
いった循環型社会を進めていく上で基本的な枠組とな
る循環型社会形成推進基本法が制定された１）２）。翌
２００１年には環境省が発足し、新たな法の制定やすでに
施行されている法の改正が行われ、循環型社会づくり
がスタートした。現在では、資源となるものは廃棄せ
ず、分別し、回収することが当たり前のこととなりつ
つあり、身近な物としてペットボトルのリサイクル率
は約８５．８％、古紙の利用率は６３．９％を示している３）。
しかし、一方で繊維製品の衣料品のリサイクル率は
２６％程度に留まっている４）。和服がかつて日常着だっ
た頃は悉皆という今日のリユース、リサイクルの流れ
が日々の生活に根付いていた。洋服の着用が主である
今日でも、古着を購入し着用することや着なくなった
服を自治体や店頭等に持ち込んで回収する、子供服を
親族や知人に譲るなどのリサイクルの流れはあるもの
の、繊維３R率は低い水準に留まっている。今後、衣
料品の３Rを推進し循環型社会を定着させるために
は、ファッションの場面に特定せず、ライフスタイル
を多方面から調査し、エコに関する人々の実態を明ら
かにすることが重要だと考える。
今回はその一歩として、生まれた時から分別回収な
どのエコ活動が生活に浸透し、ファッションについて
学んでいる本学学生のファッションとエコに関する実
態を明らかにすることを目的に調査を行った。また、
学生を取り巻く生活環境や文化がファッションとエコ
に関する意識にどのような影響をもたらすのかに着目
し、協定校の同年代の学生を対象に調査し、比較・検
討した。
協定への経緯
２００８年１２月、中国の浙江省にある浙江紡織服装職業
技術学院と「両校友好交流に関する協定」を締結し、
２０１０年９月、浙江紡織服装職業技術学院国際学院との
共同で教育を行う杉野服飾大学日中服飾専門課程を設
立し、初めての入学式が行われ、２０１２年９月から派遣
教員による服飾造形の授業が開始された。現在２６４名
の学生が在籍している。
Ⅱ．調査方法
１．調査対象
平成２６年度に入学した本学の大学生・短大生（服飾
専攻）、協定校である浙江紡織服装職業技術学院国際
学院日中クラス２年生、浙江紡織服装職業技術学院服
装学院服装クラス２年生を対象とした。（以降、浙江紡
織服装職業技術学院の学生を学院生とする）有効回答
数、回答率はそれぞれ、本学１６１名（男性２８名１７．３９％、
女性１２８名７９．５０％、性別不明５名３．１１％）約９７．５％、
学院生２０４名（男性３２名１５．６８％、女性１７２名８４．３１％）
約９７．６％、合計３６５名を対象に分析を行った。
２．調査時期及び方法
本学において平成２７年５月中旬から月末まで、中国
において平成２７年４月中旬から月末まで２つの学院で
アンケート調査を行った。調査は無記名の自記式調査
用紙を各担当教員に配付し、調査にあたっては個人を
特定せず、本研究のためだけに結果が利用されること
を説明して同意を得、加えて回収の協力を依頼した。
全体回答数の１／４以上の無回答であるものを除いて
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有効サンプル数とした。
３．調査項目
調査項目は以下のとおりである。
基本特性、ファッション特性、エコ意識を設定し
た。
①基本特性
現在の居住形態である生活環境を設問とした。
②ファッション特性
ファッション特性は、ファッションへの興味（興味
を持ち始めた年代、きっかけ・流行への興味、情報の
取り入れ方法）、洋服の取得の実態（取得方法、購入
場所、新品の購入、古着の所持）を設問とした。
③エコ意識
エコ意識は、洋服のエコについての実態（直し、「リ
メイク」の経験の有無・関心、処分方法）、一般的な
エコについての実態（分別回収・エコ活動への参加の
有無、「リデュース」「リユース」「リサイクル」の理
解度・エコの知識への関心度）を設問とした。
今回、「リデュース」「リユース」「リサイクル」は
下記のように定義した。
「リデュース」Reduce は、使用済みになったものが、
なるべくごみとして廃棄されることが少なくなるよう
に、ものを製造・加工・販売すること。
「リユース」Reuse は、使用済みになっても、その中
でもう一度使えるものはごみとして廃棄しないで再使
用すること。
「リサイクル」Recycle は、再使用ができずにまたは
再使用された後に廃棄されたものでも、再生資源とし
て再生利用すること５）。
４．分析方法
回答結果は、統計解析ソフトSPSS Statistics１８．０
を用いて記述統計処理を行った。国別の比較では、ク
ロス集計の後、χ２の検定を用いて有意性を検討し
た。表中に出てくるP値とは、比較した群間に差が
無いという仮定が正しい確率のことである。今回の検
定では、有意差水準（有意差があるかどうか）を５％
とし、有意差のみられるものには p＜０．０５、有意差の
みられないものは n.s．（noto significant）と表記した。
Ⅲ．調査結果および考察
１．基本特性
生活環境（表１）
本学学生は実家暮らし（家族と一緒）が１１９人（７３．９１％）、
学院生は寮生活が１９１人（９３．６３％）と高い割合を示し
た。この大きな違いは、本学学生は東京近郊に住んで
いる学生が多く、中国では大学や専門学校などは全寮
制での学校生活を送ることが一般的である６）からと考
えられる。
２．ファッション特性
１）ファッションへの興味（興味を持ち始めた年代）
（表２）
ファッションに興味を持ち始めた年代として、本学
学生は小学生時代４８人（２９．８１％）、中学生時代４７人
（２９．１９％）、高校生時代４２人（２６．０９％）と各時代で
２５％を超えた。学院生は高校生時代８７人（４２．６５％）、
１９歳から現在まで４３人（２１．０８％）であった。本学学
生のほうが早い時期からファッションに興味を持ち始
めていると思われる。
２）ファッションへの興味（きっかけ・流行への興味）
（表３、４、５）
「ファッションに興味を持ったきっかけ」では、
ファッション雑誌が本学学生６４人（３９．７５％）、学院生
１００人（４９．０２％）、テレビ・映画等のモデルや歌手は
本学学生５８人（３６．０２％）、学院生９５人（４６．５７％）で
あった。
流行への興味に関して、本学学生は大いにある４４人
（２７．３３％）、少しある６１人（３７．８９％）、学院生は大い
にある１１７人（５７．３５％）、少しある７７人（３７．７５％）で
あり、両学生ともに興味を持っている値が高い。本学
学生のどちらでもない２６人（１６．１５％）、あまりない２０
人（１２．４２％）、まったくない９人（５．５９％）であるの
に対して、学院生のどちらでもない４人（１．９６％）、
あまりない４人（１．９６％）、まったくない０人、と本
学学生より低い値であった。また、「流行への興味・
関心がない」の中の「流行を取り入れない理由」とし
て本学学生は、同じ格好になるのは嫌１９人（６５．５２％）、
自分らしくないから１０人（３４．４８％、）学院生は自分ら
しくないから４人（１００％）となり、独自の装いにこ
だわりを持つ学生がいるのではないかと考えられる。
３）ファッションへの興味（情報の取り入れ方法）（表
６）
ファッションの情報入手手段は、本学学生はファッ
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本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
実家〈家族と一緒〉 １１９ ７３．９１％ ７ ３．４３％
寮 １８ １１．１８％ １９１ ９３．６３％
１人暮らし １４ ８．７０％ ３ １．４７％ p＝０．０００
その他 ４ ２．４８％ ０ ０．００％
不明 ６ ３．７３％ ３ １．４７％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
５歳頃まで〈小学生前〉 １３ ８．０７％ ６ ２．９４％
６～１１歳頃まで〈小学生時代〉 ４８ ２９．８１％ ２６ １２．７５％
１２～１４歳頃まで〈中学生時代〉 ４７ ２９．１９％ ４０ １９．６１％ p＝０．０００
１５～１８歳頃まで〈高校生時代〉 ４２ ２６．０９％ ８７ ４２．６５％
１９歳～現在 ９ ５．５９％ ４３ ２１．０８％
不明 ２ １．２４％ ２ ０．９８％
表１ 生活環境（居住形態）
表２ ファッションに興味を持った年代
ション雑誌８５人（５２．８０％）、ネット７３人（４５．３４％）、
学院生はファッション雑誌１２１人（５９．３１％）、ネット
１１５人（５６．３７％）であり、両学生ともに雑誌から情報
を得ている値が高い。ファッション雑誌は授業でも用
いることがある。ネットは素早く情報を得ることがで
きるため、それらの利用者が多いと推測される。
４）洋服の取得の実態（取得方法）（表７、８）
「洋服の購入時に誰と行くか」では、本学学生は１
人１０８人（６７．０８％）、友達４１人（２５．４７％）であるが、
学院生は友達１１９人（５８．３３％）、親５１人（２５．００％）、
兄弟２２人（１０．７８％）となり、誰かと一緒に買いに行
く学生の割合が９４％を超えていた。中国では、「ひと
り飯」などはタブーとされているが７）、その習慣のた
め、学院生は１人で洋服を買いに行く人が３２人
（１５．６９％）と少なく、老若男女とも複数で行動する
ことが一般的であると推測される。
購入方法としては、本学学生はお店に行って買う
１５６人（９６．８９％）、ネットで買う７３人（４５．３４％）、学
院生はお店に行って買う１８６人（９１．１８％）、ネットで
買う１７２人（８４．３１％）であり、両学生ともにお店に足
を運んで購入する割合が高かった。ネットで買うとい
う割合には差があり、学院生は本学学生の約２倍の割
合で高かった。これは、学院生の生活が全寮制である
こと、学校の所在地が郊外であることに加えて、宅配
の利便性の良さが考えられる。
５）洋服の取得の実態（購入場所・新品の購入・古着
の所持）（表９、１０、１１）
購入場所では、本学学生はファストファッションス
トア９０人（５５．９０％）、古着屋８３人（５１．５５％）、学院生
はネットショッピング１２３人（６０．２９％）、ショッピン
グモール１０３人（５０．４９％）が高い値を示していた。本
学学生はショッピングモール５８人（３６．０２％）、ネット
ショッピング３２人（１９．８８％）であり、学院生はファ
ストファッションストア２０人（９．８０％）、古着屋４人
（１．９６％）となった。
新品の購入では、いつも購入する、たまに購入する
が両学生ともに９０％を超えていた。
古着の所持では、本学学生はすべて古着である９人
（５．５９％）、少し古着を持っている１１９人（７３．９１％）、
まったく持っていない３１人（１９．２５％）であり、学院
生はすべて古着である９人（４．４１％）、少し古着を持っ
ている５９人（２８．９２％）、まったく持っていない１３５人
（６６．１８％）となった。
日本では、古着屋に行って手に入れることや表１８、
１９から所持している服を古着屋に持っていくことが身
近であり、古着をファッションの一つとして考えられ
ている。学院の所在地周辺では古着を扱う店舗を見か
けることはなかった。学院生の古着所持の割合は
３３．３３％であった。これは表１８の処分方法で、着なく
なった服を譲る１１５人（５６．３７％）、表２０の兄弟、姉妹、
友達、知人の値で示しているように古着を好んで購入
することはあまりないが、人から譲り受けることの表
れではないかと考えられる。
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本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
テレビ・映画等のモデルや歌手 ５８ ３６．０２％ ９５ ４６．５７％ p＝０．０４３
ファッション雑誌 ６４ ３９．７５％ １００ ４９．０２％ n.s.
家族 ３６ ２２．３６％ ４４ ２１．５７％ n.s.
友人や親しい人 ３８ ２３．６０％ ３９ １９．１２％ n.s.
その他 ２１ １３．０４％ ４４ ２１．５７％ p＝０．０３５
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
大いにある ４４ ２７．３３％ １１７ ５７．３５％
少しある ６１ ３７．８９％ ７７ ３７．７５％
どちらでもない ２６ １６．１５％ ４ １．９６％ p＝０．０００
あまりない ２０ １２．４２％ ４ １．９６％
まったくない ９ ５．５９％ ０ ０．００％
不明 １ ０．６２％ ２ ０．９８％
本学 学院
n＝２９ n＝４
f ％ f ％ p値
価格的に無理 ４ １３．７９％ ２ ５０．００％ n.s.
自分らしくないから １０ ３４．４８％ ４ １００．００％ p＝０．０３６
同じ格好になるのは嫌 １９ ６５．５２％ ２ ５０．００％ p＝０．０００
体型的に無理 １ ３．４５％ ０ ０．００％ n.s.
その他 ８ ２７．５９％ １ ２５．００％ p＝０．００６
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
タレント、歌手、モデル ６０ ３７．２７％ ７１ ３４．８０％ n.s.
ファッション雑誌 ８５ ５２．８０％ １２１ ５９．３１％ n.s.
ネット ７３ ４５．３４％ １１５ ５６．３７％ p＝０．０３６
ショッピング ６４ ３９．７５％ ８１ ３９．７１％ n.s.
友人や家族 ３１ １９．２５％ ３９ １９．１２％ n.s.
その他 １７ １０．５６％ ２２ １０．７８％ n.s.
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
１人 １０８ ６７．０８％ ３２ １５．６９％ p＝０．０００
友達 ４１ ２５．４７％ １１９ ５８．３３％ p＝０．０００
親 ２５ １５．５３％ ５１ ２５．００％ p＝０．０２７
兄弟 ４ ２．４８％ ２２ １０．７８％ p＝０．００２
その他 １ ０．６２％ ４ １．９６％ n.s.
表３ ファッションに興味を持ったきっかけ （複数回答）
表４ 流行への興味・関心
表５ 流行への関心・興味（流行に興味があまりない・まったくない）×流行を取り入れない理由 （複数回答）
表６ ファッション情報の入手手段 （複数回答）
表７ 購入時の同行者 （複数回答）
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本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
お店に行って買う １５６ ９６．８９％ １８６ ９１．１８％ p＝０．０２６
ネットで買う ７３ ４５．３４％ １７２ ８４．３１％ p＝０．０００
テレビ・雑誌の通販で買う ９ ５．５９％ ７ ３．４３％ n.s.
家族や知人から譲り受ける ２８ １７．３９％ ３９ １９．１２％ n.s.
自分で作る １３ ８．０７％ ３３ １６．１８％ p＝０．０２１
その他 １ ０．６２％ ６ ２．９４％ n.s.
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
ファストファッションストア ９０ ５５．９０％ ２０ ９．８０％ p＝０．０００
チェーンストア ４７ ２９．１９％ ７５ ３６．７６％ n.s.
アウトレット ４２ ２６．０９％ ２８ １３．７３％ p＝０．００３
古着屋 ８３ ５１．５５％ ４ １．９６％ p＝０．０００
雑誌でとりあげられた店 １９ １１．８０％ １０ ４．９０％ p＝０．０１６
ファッションビル ５３ ３２．９２％ ４４ ２１．５７％ p＝０．０１５
デパート １９ １１．８０％ ６９ ３３．８２％ p＝０．０００
家の近くのなじみの店 １１ ６．８３％ ７８ ３８．２４％ p＝０．０００
ショッピングモール ５８ ３６．０２％ １０３ ５０．４９％ p＝０．００６
ネットショッピング ３２ １９．８８％ １２３ ６０．２９％ p＝０．０００
通販 １ ０．６２％ ０ ０．００％ n.s.
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
いつも新品を購入する ６９ ４２．８６％ ７０ ３４．３１％
たまに新品を購入する ８３ ５１．５５％ １２９ ６３．２４％ n.s.
まったく購入しない ５ ３．１１％ ４ １．９６％
不明 ４ ２．４８％ １ ０．４９％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
すべて古着である ９ ５．５９％ ９ ４．４１％
少し古着を持っている １１９ ７３．９１％ ５９ ２８．９２％ p＝０．０００
まったく持っていない ３１ １９．２５％ １３５ ６６．１８％
不明 ２ １．２４％ １ ０．４９％
表８ 洋服の取得方法 （複数回答）
表９ 洋服の購入場所 （複数回答）
表１０ 新品の購入
表１１ 古着の所持
３．エコ意識
１）洋服のエコについての実態（直し、リメイクの経
験の有無・関心）（表１２、１３、１４、１５、１６、１７）
洋服の直しについて、本学学生は自分で直した１２１
人（７５．１６％）、お店に頼んだ１２人（７．４５％）、直した
ことがない２７人（１６．７７％）、学院生は自分で直した６８
人（３３．３３％）、お店に頼んだ６１人（２９．９０％）、直した
ことがない８７人（４２．６５％）となった。
直した箇所については、本学学生はボタンを付け直す
１０４人（７８．２０％）、ほどけた裾を縫い直す６０人（４５．１１％）、
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丈を短くする５９人（４４．３６％）、学院生は丈を短くする
６５人（５４．１７％）、ボタンを付け直す３８人（３１．６７％）
であった。ボタンの付け直し、裾の縫い直しなどは、
服飾造形の授業で縫製方法を修得しているので、自分
で直すことをしているのだと思われる。
リメイクに関して、本学学生は言葉の意味を理解し
ている１３８人（８５．７１％）、聞いたこともない１人（０．６２％）
であり、学院生は言葉の意味を理解している５７人
（２７．９４％）、聞いたことはある８１人（３９．７１％）、聞い
たこともない６４人（３１．３７％）となった。リメイク経
験では、本学学生はある５３人（３２．９２％）、ない１０７人
（６６．４６％）であり、学院生はある３８人（１８．６３％）、
ない１６６人（８１．３７％）となった。本学学生は言葉の意
味を知っている割合は高かったが、リメイクの経験数
の割合は低かった。両学生のリメイク経験がないとい
う回答に関して、表１６から本学学生はとても思う３３人
（３０．８４％）、少し思う４５人（４２．０６％）、学院生はとて
も思う２５人（１５．０６％）、少し思う９２人（５５．４２％）で
あった。直し、リメイクの方法について、本学学生は
ぜひ学びたい６０人（３７．２７％）、機会があれば学びたい
７６人（４７．２０％）、学院生はぜひ学びたい５０人（２４．５１％）、
機会があれば学びたい１２０人（５８．８２％）であった。本
学学生は直しの経験は高い割合であるが、リメイクの
経験は低い割合を示している。また、学院生は直しと
リメイクの両方の経験の割合が低い値を示している。
しかし、両学生ともに直しやリメイク方法についての
興味や関心は高い値で表れているので、直しやリメイ
ク方法を実践する機会を働き掛けていくことにより、
エコへの意識が変わってくると思われる。
２）洋服のエコについての実態（処分方法）（表１８、
１９、２０）
着なくなった服の処分として、本学学生は捨てる８４
人（５２．１７％）、売る９０人（５５．９０％）、譲る６６人（４０．９９％）
であり、学院生は捨てる１３０人（６３．７３％）、売る２８人
（１３．７３％）、譲る１１５人（５６．３７％）であった。「売る」
の方法としては、本学学生は古着屋に持っていく６２人
（６８．８９％）に対し、学院生は４人（１４．２９％）と低い
値であった。
「譲る」の譲り先は、本学学生は兄弟、姉妹が２９人
（４３．９４％）、友達・知人が３８人（５７．５８％）、学院生は
兄弟、姉妹が４２人（３６．５２％）、友達・知人が２３人（２０．００％）
という値であった。
３）一般的なエコについての実態（分別回収・エコ活
動参加への有無）（表２１、２２、２３）
分別回収では、本学学生はペットボトル１３９人
（８６．３４％）、ビン・缶１２８人（７９．５０％）、紙類８０人（４９．６９％）、
携帯電話１０人（６．２１％）であり、学院生はペットボト
ル１４６人（７１．５７％）、ビン・缶１３３人（６５．２０％）、紙類
１１２人（５４．９０％）、携帯電話６０人（２９．４１％）となった。
携帯電話の回収以外は比較的両学生ともゴミとして捨
てずに回収することが根付いていると考えられる。
イベントの参加では、本学学生はある１５人（９．３２％）、
ない１４６人（９０．６８％）であり、学院生はある５０人（２４．５１％）、
ない１５４人（７５．４９％）となった。新たに取り組めそう
なエコ活動では、本学学生はある２６人（１６．１５％）、
ない１３４人（８３．２３％）であり、学院生はある３２人
（１５．６９％）、ない１７１人（８３．８２％）となった。両学生
ともに活動への積極的参加はしていない状況が見られ
た。
４）一般的なエコについての実態（「リデュース」「リ
ユース」「リサイクル」の理解度、エコの知識へ
の関心度）（表２４）
３R（リデュース・リユース・リサイクル）の理解
度で比べると、リサイクルの意味を理解している本学
学生は１３７人（８５．０９％）、学院生は１１２人（５４．９０％）
となった。リユースの意味を理解している本学学生は
９５人（５９．０１％）、学院生は９９人（４８．５３％）となり、
両学生ともリサイクルの理解度より低い値であった。
リデュースの意味を理解している本学学生は８１人
（５０．３１％）、学院生は３５人（１７．１６％）であり、さら
に理解度は低くなっている。特にリデュースという言
葉を聞いたことがない学院生は９８人（４８．０４％）であ
り、２つの言葉との理解の差が大きかった。３Rの言
葉の理解度は本学学生が高い割合を示しているが、リ
デュースの意味の理解度についてはリサイクル、リ
ユースの意味の理解度より低い値であり、一般的な言
葉として浸透していないと思われる。「衣服に関する
リサイクル意識と行動」においても３Rのリデュース
の認知度が低かった８）。
エコの知識について、本学学生はぜひ深めたい３８人
（２３．６０％）、少しは深めたい９０人（５５．９０％）であり、
学院生はぜひ深めたい１０４人（５０．９８％）、少しは深め
たい８９人（４３．６３％）となった。両学生ともにエコの
知識を深める意欲はあると考えられる。
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本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
自分で直した １２１ ７５．１６％ ６８ ３３．３３％ p＝０．０００
お店に頼んだ １２ ７．４５％ ６１ ２９．９０％ p＝０．０００
直したことがない ２７ １６．７７％ ８７ ４２．６５％ p＝０．０００
不明 １ ０．６２％ ０ ０．００％
本学 学院
n＝１３３ n＝１２０
f ％ f ％ p値
丈を短くする ５９ ４４．３６％ ６５ ５４．１７％ n.s.
ボタンを付け直す １０４ ７８．２０％ ３８ ３１．６７％ p＝０．０００
ほどけた裾を縫い直す ６０ ４５．１１％ ２９ ２４．１７％ p＝０．０００
サイズ直し １３ ９．７７％ ４０ ３３．３３％ p＝０．０２０
その他 ４ ３．０１％ １６ １３．３３％ p＝０．０２６
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
言葉の意味を理解している １３８ ８５．７１％ ５７ ２７．９４％
聞いたことはある ２１ １３．０４％ ８１ ３９．７１％ p＝０．０００
聞いたこともない １ ０．６２％ ６４ ３１．３７％
不明 １ ０．６２％ ２ ０．９８％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
ある ５３ ３２．９２％ ３８ １８．６３％
ない １０７ ６６．４６％ １６６ ８１．３７％ p＝０．００２
不明 １ ０．６２％ ０ ０．００％
本学 学院
n＝１０７ n＝１６６
f ％ f ％ p値
とても思う ３３ ３０．８４％ ２５ １５．０６％
少し思う ４５ ４２．０６％ ９２ ５５．４２％ p＝０．００２
どちらとも思わない １４ １３．０８％ ２１ １２．６５％
やりたいと思わない １１ １０．２８％ １９ １１．４５％
不明 ４ ３．７４％ ９ ５．４２％
表１２ 洋服の直し （複数回答）
表１３ 直した箇所 （複数回答）
表１４ 「リメイク」の理解度
表１５ 「リメイク」の経験
表１６ 「リメイク」の経験（ない）×「リメイク」の体験への興味・関心
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本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
ぜひ学びたい ６０ ３７．２７％ ５０ ２４．５１％
機会があれば学びたい ７６ ４７．２０％ １２０ ５８．８２％
どちらともいえない １５ ９．３２％ １９ ９．３１％ n.s.
学ばなくてよい ９ ５．５９％ １０ ４．９０％
不明 １ ０．６２％ ５ ２．４５％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
捨てる ８４ ５２．１７％ １３０ ６３．７３％ p＝０．０２６
売る ９０ ５５．９０％ ２８ １３．７３％ p＝０．０００
資源として回収業者に出す １１ ６．８３％ ２１ １０．２９％ n.s.
譲る ６６ ４０．９９％ １１５ ５６．３７％ p＝０．０４
自分で作りかえる １７ １０．５６％ ９ ４．４１％ p＝０．０２３
その他 ４ ２．４８％ ３５ １７．１６％ p＝０．０００
本学 学院
n＝９０ n＝２８
f ％ f ％ p値
古着屋に持って行く ６２ ６８．８９％ ４ １４．２９％ p＝０．０００
フリーマーケットに出す １６ １７．７８％ ６ ２１．４３％ p＝０．００５
その他 １１ １２．２２％ １２ ４２．８６％ n.s.
未記入 １４ １５．５５％ １０ ３５．５７％
本学 学院
n＝６６ n＝１１５
f ％ f ％ p値
兄弟、姉妹 ２９ ４３．９４％ ４２ ３６．５２％ n.s.
友達、知人 ３８ ５７．５８％ ２３ ２０．００％ p＝０．００２
その他 ３ ４．５５％ ９ ７．８３％ n.s.
未記入 ５ ７．５７％ ５１ ４４．３４％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
ペットボトル １３９ ８６．３４％ １４６ ７１．５７％ p＝０．００１
ビン・缶 １２８ ７９．５０％ １３３ ６５．２０％ p＝０．００３
紙類 ８０ ４９．６９％ １１２ ５４．９０％ n.s.
携帯電話 １０ ６．２１％ ６０ ２９．４１％ p＝０．０００
その他 ３ １．８６％ １９ ９．３１％ p＝０．００３
表１７ 「直し」「リメイク」の方法への興味・関心
表１８ 洋服の処分方法 （複数回答）
表１９ 洋服の処分方法（売る）×方法 （複数回答）
表２０ 洋服の処分方法（譲る）×譲り先 （複数回答）
表２１ 資源ごみの分別回収状況 （複数回答）
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本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
ある １５ ９．３２％ ５０ ２４．５１％ p＝０．０００
ない １４６ ９０．６８％ １５４ ７５．４９％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
ある ２６ １６．１５％ ３２ １５．６９％
ない １３４ ８３．２３％ １７１ ８３．８２％ n.s.
不明 １ ０．６２％ １ ０．４９％
本学 学院
n＝１６１ n＝２０４
f ％ f ％ p値
「リデュース」の意味
理解している ８１ ５０．３１％ ３５ １７．１６％
聞いたことはあるが理解していない ７６ ４７．２０％ ７０ ３４．３１％ p＝０．０００
聞いたこともない １ ０．６２％ ９８ ４８．０４％
不明 ３ １．８６％ １ ０．４９％
「リユース」の意味
理解している ９５ ５９．０１％ ９９ ４８．５３％
聞いたことはあるが理解していない ６５ ４０．３７％ ５３ ２５．９８％ p＝０．０００
聞いたこともない １ ０．６２％ ５１ ２５．００％
不明 ０ ０．００％ １ ０．４９％
「リサイクル」の意味
理解している １３７ ８５．０９％ １１２ ５４．９０％
聞いたことはあるが理解していない ２２ １３．６６％ ４６ ２２．５５％ p＝０．０００
聞いたこともない １ ０．６２％ ４３ ２１．０８％
不明 １ ０．６２％ ３ １．４７％
エコの知識
ぜひ深めたい ３８ ２３．６０％ １０４ ５０．９８％
少しは深めたい ９０ ５５．９０％ ８９ ４３．６３％ p＝０．０００
どちらでもよい ３１ １９．２５％ ８ ３．９２％
深めたくない ２ １．２４％ ０ ０．００％
不明 ０ ０．００％ ３ １．４７％
表２２ エコイベントへの参加状況
表２３ 新たに取り組めそうなエコ活動
表２４ 「３R」とエコの理解度と関心度
Ⅳ．調査結果のまとめ
今回の調査結果より、本学学生と学院生を比較し、
以下の点が明らかになった。
①本学学生の約７割が実家暮らしに対し、学院生の約
９割が寮生活であった。
②本学学生はファッションへの興味を持ちはじめる年
代が小中高の各時代に約３割を示しているが、学院
生は高校時代以降が約６割だった。
③流行に興味のない本学学生が流行を取り入れない理
由として、同じ格好を嫌う割合が約７割を示してい
た。
③本学学生は１人で買い物をする割合、学院生は誰か
と買い物をする割合が高かった。
④洋服の購入場所として、本学学生はファストファッ
ションストアと古着屋で、学院生はネットショッピ
ングで購入する割合が約６割だった。
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⑤古着を所持している本学学生の割合は学院生より高
かった。
⑥洋服の直しの経験について、本学学生の約７割は経
験があり、学院生は約３割であった。
⑦「リメイク」という言葉の理解について、学院生の
約３割が聞いたことがなく、本学学生の約９割は意
味を理解している。しかし、リメイク経験のない本
学学生は約７割と高かった。
⑧「リメイク」の経験はないが「リメイク」体験への
興味、関心を持っている割合は両学生共に約７割～
８割と高かった。
⑨「直し」方法や「リメイク」方法について、学びた
い学生の割合は両学生共に８割を超える高い割合で
あった。
⑩処分方法として、服を古着屋へ売って処分する割合
が学院生より本学学生のほうが高かった。
⑪エコのイベントへの参加状況、取り組めそうなエコ
活動については両学生ともに低い割合ではあるが、
ペットボトル、ビン・缶、紙類の回収状況の割合は
高かった。
⑫３Rの意味の理解度について、本学学生の「リサイ
クル」の意味について理解している割合は高く、「リ
ユース」、「リデュース」について聞いたことはある
が理解していない割合が「リサイクル」に比べて高
かった。学院生は本学学生より、３Rを理解してい
る割合が低く、特に「リデュース」については低かっ
た。しかし、エコの知識を深めたい本学学生は約８
割、学院生は約９割とともに高い割合であった。
Ⅴ．総括
今回の調査で、本学学生と学院生のファッションと
エコの実態の一端が明らかになった。
本学学生はファッションに興味を持ち始める年代に
幅があり、流行への興味を持たない割合が高めであ
り、同じ格好を好まないという理由を示している。ま
た、服は自分一人で、店に出向き選んで購入してい
る。新品の服だけでなく、古着も持っているという特
徴が見られる。エコに関して、「３R」や「リメイク」
など言葉の意味は理解しているが、積極的なエコの実
践をしていない傾向が見られる。
学院生はファッションに興味を持ち始める年代の多
くが高校時代以降で、流行に対して興味を持っている
割合が高い。服は友達や親など誰かとともに買いに行
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くという特徴が見られ、古着をまったく持っていない
割合が高い。エコに関して、「３R」や「リメイク」
など言葉の意味の理解度に差があり、積極的なエコの
実践をしていない傾向がみられる。
生活環境や習慣、文化の違いが関係して、両学生の
実態に特徴があったが、一方でエコやリメイク経験の
割合は低いがエコの知識は深めたい割合は高く、両学
生共にエコへの意識、関心は持っていると考えられ
る。今後、分別回収などの一般的に行われているエコ
活動だけでなく、ファッションに関するエコ知識と活
動を広め、意識付けできるような取り組みや教育を展
開していくことが重要であることが明らかになった。
今回の調査では、生活環境やファッション特性とエコ
意識との関わりでは有意差が見られなかったが、生活
環境とライフスタイルに合った継続できるエコ活動の
必要性を考えていくことが今後の研究の方向性であ
り、さらにファッションとエコに関して詳細な実態を
把握するために設問内容を検討し、アンケート調査を
継続していきたいと考えている。
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